
独立行政法人　農業生物資源研究所　所長　殿
　　　　　　　
　スギ花粉症予防遺伝子組み換えイネの実験栽培中止を求める署名　
　主食である米に、遺伝子組み換え（組み換えＤＮＡ技術の応用）をすることはやめてください。とりわけ「スギ花粉症予防効果ペプチド遺伝子組換え米」は、スギ由来の人工遺伝子を導入するもので、自然界には存在しない７Ｃｒｐというタンパク質がコメの中にできてきます。医薬品がコメに含まれることを意味し、しかも遺伝子組換えによるためにコメの成分も変化します。さらに、どのような予期せぬ物質ができてくるかわかりません。
　このような遺伝子組換え米を、予防効果米、緩和米などと、機能性食品扱いすることは誤認を招きます。はっきりと医薬品をコメにつくらせることと認識し、そのようなコメ、つまりコメと呼べない“コメの形をした医薬品”を開発することはやめてください。
　消費者も生産者も、日本の米は、安全で安心という期待を抱いています。もしも、遺伝子組換えイネを実験であっても屋外の隔離ほ場で栽培するようなことがあれば、周辺に花粉飛散の不安を与えます。国や全農、貴研究所の姿勢が問われるばかりか、国産米に対する信頼を裏切ることになるでしょう。
　私たちは、今回申請されているスギ花粉症予防効果ペプチド含有イネの実験栽培の中止を強く申し入れます。
	①神奈川県平塚市の全農・営農・技術センター場内隔離ほ場におけるスギ花粉症予防効果ペプチド含有イネの実験栽培を即刻、中止してください。
②スギ花粉症予防遺伝子組み換えイネの実用化研究をやめてください。
③安全で安心できる本来の稲作に資する研究をしてください。
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集約先・スギ花粉症遺伝子組換え米に反対する会　　　　　　　　　　※5月２５日まで
　　　日本有機農業研究会　　Fax ０３－３８１８－３４１７   メール info@joaa.net　
　　　ストップ遺伝子組換え汚染種子ネット　Tel & Fax　０４６－２７６－１０６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

